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　最近農業構造改善にともない農業経営における酪農化傾向は顕著であるが，我が国の酪農の最大
欠陥は，経営規模が零細で且つ稲作を根幹としているため，購入飼料の依存度が極めて高い事であ
る。近来推奨されている協業経営による多頭飼育においてすら，合理的な土地利用と結合した粗飼
料生産の基礎がない限り，飼料の自給率は低下し，多頭飼育による経済的有利性はあらわれ難い。
即ち酪農発展の基礎は合理的粗飼料確保にあり，特に暖地水田地帯における酪農は水稲生産に中心
を置き，飼料生産を軽視する傾向があるので，飼料生産を中心とした安定した水田酪農経営の確立
が要求されている。かかる観点のもとに，暖地の典型ともいうべき高知県香長平野の水田酪農地域
において，酪農経営の実態を技術的並びに経済的に分析究明し，特に本稿においては代表的農家の
水田酪農経営診断設計を行ったものである。　また分析にあたりLinear Progrnmming を適用し，
従来軽視された嗜好，飼料栄養価及び配合，量的潤沢，飼育方法等考慮し，現実の作付組織におい
て，合理的な粗飼料生産設計を試みた。本研究を行うに当たり御懇篤なる御指導を賜った京都大学
農学部桑原正信教授，神崎博愛教授，頼平助教授，高知大学小松剛助教授，又京都大学工学部電子
計算機室の方達より格別の御協力にあづかり衷心より深謝する。
　　　　　　　　　　　　　　　１．研　究　方　法
　研究の方法としては，予め自計式農家経済簿記帳を依頼した高知県南国市，大篠，日章地区の25
戸の個別農家の実態調査を中心とし，更に酪農について部門簿記により酪農経営の実態を分析し，
暖地酪農経営の問題点を指摘するとともに，これら経営技術改善としての新しい経営組織の確立に
ついて考察することとした。特に本稿ではこれらの分析資料を基礎とし，今後における経営改善
方向としての営農設計に集中することとした。　農業経営の設計には, Linear Programming が
でBudgeting method及びMarginal analysisとの比較において極めて有利であるとされている。
特に酪農経営設計にあたっては，従来の如き飼料，管理，産乳等の設計より経営活動の総合的観点
拓よる検討が要求されている。従ってかかる意味からもLinear Programmingの適用が妥当と思
はれる。そこで，事例農家において実況の経営条件下における経営設計と，雇傭の機会に恵まれた
条件下における両計画を求めることとした。これらの解法にあたっては改訂Simplex法によった
が，現実に出来るだけ適用可能を目的とした諸条件を採用したため■ Processの数が比較的多い故
手動計算機では多くの時間を要するので，京都大学工学部に設置された電子計算機KDC-I (Kyoto
Daigaku Digital Computer-1)を使用した。
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　　　　　　　　　２．調査地区及び事例農家の経営概況
　調査地区南国市大篠，日章地区は，高知市の東方約15 km に位し，物部川流域の香美，長岡両部
に亘る所謂香長平野の中央部に位置し，年平均気温16.8°Ｃ，最も温度の低下する１月の平均気温
ですら6.3°Ｃに過ぎない。特に南部は極めて温暖である。年降雨量も2.231mmで非常に多い。か
かる温暖な気象条件は水稲二期作を発展させ，今だに衰えをみせない。地質は物部川下流の扇状地
で，大部分沖積層壌土区に属し，土性は植壌土に近き細壌土である。乾田が多く県下でも最も耕地
率の高い，米作を基幹とする殺倉地帯である。従って，本地区の農業生産も米作が圧倒的比重を占
め，煙草，半促成及び促成疏菜も相当の位置をしめている。また乳牛飼育の歴史は本県でも比較的
古く　。昭和19年に導入され，現在両地区で約200頭前後飼育されている。事例農家の経営耕地面積
は108.7 a (水田99.7 a，畑9 a),水田は概して上田が多く，永の調達も比較的容易である。家族数
は７人，農業主従事者は３人，臨時的従事者２名となっている。大家畜は乳牛のみを飼育し，その
導入も本地区としては古く，昭和23年頃より２頭前後飼育し，昭和36年には搾乳牛２頭槽１頭計３
頭を飼育している。主要な労働補助手段としての六農具，農舎は比較的整備され，耕耘機，収穫調
整用動力機具，動力噴霧機等を所有し，農繁期の労働節約に役立っている。また農舎は納屋の外に
専用,川肥舎，サイロが築造され，畜舎は，昭和32年度に改築され，設備は十分とはいえないが，無
理すれば４頭までは飼育可能である。次に昭和36年度の農家経済状況をみると,農業粗収益771,126
円，農業経営費309,972円，農業純収益461,154円，農外所得28,400円，租税7,340円，税引農家所
得482,214円，家計費405,196円，農家経済余剰77,018円どなっている。簿記調査農家中特に家計費
が多く，就中｡教育費か最も多い特色かおる。次に費目構成につ抑てみると，先ず農業粗収益の56.5
％が稲作で圧倒的比重を占め，次いで養畜の37.9％となり，その他の耕種部門および加工部門は極
めて少ない。このような粗収益構成は他の農家においても共通的で，水稲二期作の中心地だけに稲
作の依存度が高い。　次に農業経営費の費目構成をみると，飼料費40. 896,家畜費12.4?^,肥料費
11.7％，薬剤費７％，の順となり，飼料費の割合が極めて高い。更に飼料の自給率は46. ^96,で自
給度が低く，購入飼料えの依存度か強い。家族の農業年間総投下労働日数は639.3 EIで，主要部門
別投入状況は，水稲二期作245.5日，養畜188.7日，麦作21.5日，その他耕種作72.4日，農雑53.5日
で稲作，養畜えの投入量が著しく大きい。,更に労働の月別配分をみると８月上中向，４月中下旬，
11月中旬にピークを形成している。これは植付，収獲作業に基ずく稲作労働の季節的集中のためで
あるが，特に水稲二期作を主体としているため，８月上旬における，一番稲の収穫，二番稲の整地
挿挟と稲作労働のピークの重積が，過度な自家労働の強化と，多大（19人役）の雇伽労働を要求し
ている点は特に注目されるべきである。
　　　　　　　　　　ろ。酪農経営設計のための前提及び基礎資料
　乳牛･の飼料給与･に当っては粗飼料を土合とし，不足部分を濃厚飼料で補足する飼育方法が経済的
であるといはれているように，乳量要求量が現状程度の計画においては，良質の粗飼料だけでも飼
育可能であり，また最も経済的である。従って本設計においても事例農家の適正規棋頭数を求め，
粗飼料生産を基礎とし，不足分を購入飼料に依存することとした。故に与えられた耕地より，稲作
または商品作物をそれ程犠牲にせず，年間緑飼するとすれば粗飼料を如何に調達すべきか，またこ
れらの粗飼料は青刈，実取，サイレージ，乾燥給与様式等を如何に取捨組み合せることが経済的に
有利加を求めることが重要である。　そこでこれらの問題を解明する準備過程として，飼料の貯蔵
性，嗜好性，供給可能量，量的潤沢，青刈飼料の熟度と栄養価，飼料の配合，損失等各種諸要因に
ついて考察する必要がある。なほこれらについてLinear Programmingえ満足に適用することは
性格上不可能であるが，現実に実施可能な計画のためには是非とも考慮すべき重要な要因であるの
　　　　　　　　　　　暖地水田酪ａ_径_営の分析（Ｉ）　　＿（貞明）__　　　　　　　　49
で，これらの諸要因を出来るだけ組入れる計画を試みた。
　　〔熟度と栄養価〕　青刈作物の栄養価値は種々の条件により異なる，特に草の熟度による影響が
大きいので，本地方の慣行刈取様式に従い，各Processにおける刈取時期毎に栄養価を算出した。
飼料標準には全可消化養分（ＴＤＮ）可消化粗蛋白質（ＤＣＰ）についてＮ・Ｒ・Ｃ及び中央畜産
局標準によった。　〔量的潤沢〕乳牛飼育には必要栄養価としての質的生産が必要であるが，乳牛
の体重は400乃至600kgもあるので，量的生産計画も見のがし得ない重要な要因である。然るに量
的満足の基準は現在のところ厳密な標準は見当らず，嵩の多いものの給与が要求されている程度で
あるから，量的把握法として乾物量によった。また青刈作物の多量給与は，下痢を起し鼓張症の原
因となるので，青刈飼料作物の給与制限をもうけた。　〔貯蔵性〕暖地は緑飼法が比較的容易であ
るが，青刈飼料は概して春季に一時に多量生産され，冬季，夏季に欠乏する傾向にある。従って
Processに，或る程度貯蔵可能にして給与制限の巾の広い乾燥，サイレージ給与様式を入れること
とした。　〔嗜好及び飼料の損失〕飼料の乾燥，サイレージは暖地では比較的困難で，変敗し飼料
価値が低下することも少くない，また乾燥時における葉の脱落損失，雨季の腐敗変質等，量質共に
実際には減少している場合が多い。即ち緑飼に於いて草の種類，熟度により，また汚染，粗剛，腐
　　　　　　Tab. 1. Basic data　(Nutrient production classifiedby Cropping system)
Cropping　system Use
　　Bulk
(Dry
　　matter)
D. C. P. T. D. N
Net
　　Profit
x1 Milk Vetch-lst Paddy-2nd Paddy-Milk Vetch
　　　　　　　　　　　Rice　　　　Rice
χ2　　　/Z　　　　　//　　　　　// //
χＳ　　　ﾀ7　　　　　　//　　　　　y7　　　　　　●y7
x4 Vetch Oats Miχed //　　　　Z7　　　　　　♂〆
χ5　　　//　　　　　//　　　　　ﾉ/　　　　　　//
χ６　　　ﾉﾒ 7ﾀ　　　　　ﾉﾀ　　　　　　tt
χ1　　　yﾒ y7　　　　　77　　　　　　j〆
x8 Italianryegrass ″　　　″　　　　//
χ9　　　′7 ﾀ7　　　　　zχ　　　　　　Z7
χ10　　　Z7　　　　　ﾉﾉ　　　　　7♂　　　　　　y7
χU　　　Z/　　　　　//　　　　　//　　　　　　//
x12　Wheat 一　Paddy Rice　一　V. O. Miχed
　　　　　　　　　(Medium Maturing)
χ１３　　　／ｙ　　　　　　　// ／／
X14 Rutabaga　－　　Corn　　　－　　　Radish
χ１５　　　ﾉ/　　　　　　　　χﾉ　　　　　　　　　//
χ16　　　//　　　　　　　// //
x17　Wheat　－ Paddy Rice 一　Milk Vetch
　　　　　　　　　　　(LeteMaturing)
χ18　　　//　　　　　　　　//　　　　　　　　　//
x19　　　　　　　　Sweet Potatoes
χ20　　　　　　　　　　　　　//
χ21　　　　　　　　　　　　　//
x22へ/Vhet　　－　Sweet Potatoesi
χ23　　　Z/　　　　　　　　//
Green manure
　Soiling*
Gree
ごこ
nure
　　Soiling
　　Hay
Gre
lil二
ure
　　Soiling
　　Hay
　　Silage
(y･訟首
(7昌‰
　　Soiling
　　Hsy
　　Silage
(ご昌≒
にご‰
　　Soiling
　　Hay
　　silage･
(ご昌贈
　vine Hay
　　　　kg
　624. 028
　917.878
　888.488
　614.686
1,370.039
1,033.666
1,279.376
　593. 148
1,504. 148
1,458.598
1,394.828
　714.979
　933.211
1,764.800
1,152.390
1,464.080
　327.385
　545.617
1,045.834
　860. 889
　896.013
　925.511
　233. 968
　　　kg
　10. 166
　71.960
　64. 996
　10. 058
103. 798
　97. 228
　92. 53g
　9.809
　88. 729
　84.779
　79. 259
　29.030
　55. 490
127.715
　96. 105
107.770
　6ﾌﾟ665
　33. 125
　52.014
　42. 880
　44.900
　50. 386
　10. 344
　　　　kg
　268. 336
　496.216
　473.426
　264. 329
　716.623
　684. 939
　662.329
　255.091
　775,671
　749. 641
　713. 191
　337.715
　532. 259
L 239. 430
　880. 770
1,038.520
　140.457
　335.001
　502.981
　471.490
　486.947
　699. 396
　610.844
￥
　38,757
　37,512
　37,512
　40,975
　40,031
　40,031
　40.. 031
　42,568
　41,053
　41,053
　41,053
　31,607
　22,880
　　2,623
　　2,623
　　2,623
　21,408
　12,681
　-1,960
　-1,960
　-1,960
　-3,747
　18,285
＊　Soiling refers to the practical of cutting （ｏr gatherins) the crop and feeding it while it IS still
　　fresh. Exampl green corn fodder.
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敗した茎部等は残食部が多く損耗し嗜好低下する。そこで各Processの飼料作物の有効利用量を算
出し，残食部は敷料とする計画をとり，特に藁秤類は敷料とされるから，有効利用量を少くした。
　〔飼料の配合〕　乳牛の必要栄養量の内維持飼料には，稲藁，野草等を主体とし，生産飼料には優
良牧草，不足部分を購入飼料で補うことを前提として計画を立てることとした。　然るに　Linear
Programmingでは単独採用の可能性があるので，各Processにこれら諸要素を包含する必要があ
る，従ってProcessに作付方式を採用し，稲藁，麦稗等の藁押類，畦畔野草はすべて給与する計画
をとった。従って各Processに畦畔面秋を本畦標準によ吻算出し，刈取時期及収穫量は慣行基準に
よった。また稲作を主体としているだけに，稲作が前後作の収量に及ぼす影響が大きいので，作付
方式採用は妥当と考えられる。　〔利用方法〕事例農家における作付組織及び本農家の採用可能な
稲作を根幹とした作付方式において，その前後作または専用飼肥料作物を如何に利用すれば最も効
果的であるかを求めるため，慣行利用方法として，緑肥鋤込。青刈給与。実取給与，販売，乾燥給
与，サイレジ給与等利用様式別に前項条件を考慮に入れた栄養生産量及び変動費控除純収益を第１
表に示した。
　〔搾乳牛〕搾乳牛は体重500kg牛IL年間生産量4,942kg,脂肪率3.5％，受胎率m6,性確率50％
年間厩肥産出量16,500 kg, 1頭当り年間必要飼料及び利益係数を第２表に示した。
　　　　　　　　　　　Tab. 2. NutrientRequirements for Dairy Cattle.
Feed for maintenance
Feed for Production
Feed for gestation
Feed of Calf
　　　　　　total
Net Profit
2,920''g
1,898
　324
　462
5,604
-
　￥
107. b^S
215.0
　24.3
　63.6
　410.5
-
133､275
１
１
３
423.
482.
243.
329.
478.
５ｋｇ
6
0
4
5
　購入飼料の皺，大豆粕等を単独給与することは，飼料効率か低下するから避けねばならないが，
Linear Programming においては独立性(Independency)が仮定されているから，本地区で販売さ
れている４種の配分飼料について求めることとした。〔制限条件〕耕地は108.7a,うち水田99.7a,
畑9 a， 水田は乾田にて多毛作可能であり，また圃場は集圃ｲﾋし，農道が整備されているので畜舎
と圃場との距離の影響は少ないと考えられる。畜舎は現在の設備では４頭が限度である。労働は水
稲二期作の収穫，整地挿秋作業が短かい適期間に限られ，その期間を過ぎると著しく収量か減少す
る場合が比較的多いので，旬別に区分しそれ等作業の行われる４月中旬，４月下旬，８月上旬，８
月中旬，11月中旬を制限とした。家族労働の利用I可能量が８月に多いのは，臨時的家族労働従事者
の労働供給によるものである。最近農繁期の雁傭労働者の不足と賃銀上昇によって，家族労働の不
足を雇傭労働に依存することが困難である。従って自家労働のみでの経営計画を第１案とした。し
かしながら扉強労賃は高騰したとはいえ，不自由,ながら雇傭確保は不可能ではない。また共同化に
より他家労働を利用した場合の計画も必要となるので，之を第２案とし両設計を行った。
　　　　　　　　　　４．酪農経営における最適経営設計
　自家労働のみによる経営諸条件および雇伽に恵まれた条件の下で，最大純収益を上げる技術過程
および経営設計を樹ることが当面の課題である。これは現実性，具体性を持たねばならぬので，数
式化にあたって各係数は前項の準備過程において検討算出された数価を基礎とし，限定資源を最も
有効に利用し，各技術過程の最適結合を求めねばならない。その目的式及び制限条件式を示せば次
のようである。（家族労働のみによる場合は省略する）
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　　Z=38,757×1十37, 51-2×2十37,512×3十40,975×4十40,031×5十40,031×6十40,031×7十42,568x5
　十41,053×9十41,053×1o十41,053x1,十31,607×12十22,880×13十2, 623x14十2,623×15十2,623×1G
　十21,408×17十12,681×18-1,960×19 － 1,960×20-1,960×21 － 3,747×22十18,285×23十133,275×24.
　-245×25-420×26-ﾆ282×27-350×23-750×29-750×30－950×31－950×32－750×33
　1×1＋1×2日X3＋1×4＋1×5＋1×6＋1×7＋1×8＋1×9＋1×10＋1ｘｎ＋1×12＋1×13＋1×14＋1×15＋1×1G’
　＋1×17＋1×18≦9.97
　＋1×19＋1×20＋1×21+1×22+1×23≦0.90
　-624.0×1 -917.8×2 － 888.4×3 － 614.6×４ － 1,370.00×5 － 1,033.6×6 － 1,279.3×7 － 593.1×8
　-1,504.1×9 － 1,458.5×10 － L394.8XU － 714.9×12 － 933.2×13 － 1,764,8×14 － 1,152,42 ×15
　-1,464.1×16 － 327>4×17-545,6×18 － 1,045.8×19 -860.8×20 － 896.0×21 － 925.5×22-233.9×23
　十5,604.0×24-8.7225-9.0×26-8.62×27-9.20χ28≦0
　－10.1χ1-71.9×2 － 64.9×3 － 10.0×4 － 103.7×5-97.2χ6 － 925χ7-9.828 － 88. 7×9 － 84. 7×1，
　-79.2χＵ -29.0×12 － 55.5×13 － 127.7×14 － 96.1×15 － 107. 7×16 － 6.6×17 － 33. Ixi8 － 520×19
　-42.8×20一44.9×21-50.4×22-10.3χ2S + 410.5×24-1.0×25-4.0×26-0.72×27-1.35χ28≦0
　-268.3×1 － 496.2×2 － 473.4×3-264.3×4 － 716.6×5-684.9×6 － 662.3×7 － 255.0×8-775.6×９
　-749.6×10-713｡1×11■ｍ.i･×12-532.2×13 － 1,239.4×14 000. /χ15一一1,038.5×16 － 140.4×17
　-335.0×18 － 562.9×19 － 471.4×20 － 486.9 ×21 - 699.3 ×22 － no. 8 ×23 + 3478.5 ×24 － 7. 5 ×2S
　-7.6×26≦0
　2, 940.X2十3,981.7×5十3,974.X9÷1,117×12十1,117×13十12,738×14十7,935.7×19十1,620.4×22
　-16,500×24≦0
　750×1十1,687.5×2十1,687.5×.3+750×4-ﾄ1,687.5×5十1,687.5×6十1,687.5×7＋750×8十1,687.5×9
　十1,687.5×10十1.687.5×11十1,500×12 + 1,500×13十2,062.5 ×14 + 2062.5 ×15 十2,062.5 ×1G
　十1,500×17十1,500×18十1,687. 5i9十1,687.5×20十1,687.5×21十1,125×22’十1,125×23-11,625×24≦0
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　+ 5.84x11十〇.8×12十〇.8×13 + 1.7×14+1.9×15 + 1.5×16 + 2.3×17 + 2.3×18+1.5×19 + 2.0×20＋1.0×21
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　各生産過程の稼動水準はマイナスになることは考えられないから，X1≧0, X2≧0,………Ｘ３３≧Oな
る非負条件が満されなければならない．変数匈）×条件式(13)のLinear Programmingの問題を改訂
Simplex法により計算するProgramを作成する．計算方法をわかりやすくするためにProgram
をブロック図に示したflow chartおよびSimplex tableanを示せば第１図，第３表のようであ
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る。出力には現在の経営条件下の最適解およびそれを与える各変数の値（基底変数のみ）を得るこ
とか出来る。
Fig. 1
STO ：　VALUE
　　　　　ｈ･げ
ＭＡ!Ｎ LOOP
　FLOW　CHART.
START
今H + 12
-> K + 12
of
斤ゐ
S1～S13
　　　　MXMPL
all (≦）ＳＴＯｉｎ ＤうＤ＋12
卜→End
STO ：
in ＧうG + 12
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MODIFY　The MX and SUFFIX
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Ｂ今Ｂ 168
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　　　　　　　　　　５．　線型計画結果に於ける考察および総括　　　　＼
　線型計画の結果を作付組織，搾乳牛，労働，変動費控除純収益について，現状と比較したのが第
４表である。事例農家の現在の経営条件下の適正飼育頭数は，搾乳牛２頭で現状と同数であるが，
雇俯に恵まれると3.667頭となる。次に自給飼料の生産状況を考察すると。年間緑飼可能な暖地に
ありながら現在の稲作中心経営では，生産飼料は勿論，･維持飼料まで購入に依存する傾向にある
が，設計（第１案）に於ては飼料専用圃，スエデンカブーデントコーンー大根（生給）の飼料生産
給与様式を３ａより20aに増加し，水稲の前後作に飼料を導入した様式即ちベッチー稲一稲（乾燥
給) 28.6 a,イタリアンライグラスー稲一稲一小麦（生給) 5.3 a，小麦一稲（中稲）－ペッチ（小
麦実取ベッチ生給) 45.8 aを採用し，畑作は小麦一甘藷（生給）9aの計画となる。現在と比較した
時の著しい特徴は，事例農家に限らず西南暖地酪農の共通的飼料生産の欠陥は春季の一期間に集中
し多ｍに生産されるか，夏季冬季に欠乏する傾向にある。然し設計においては第２図にみられるよ
うに，比較的分散均等生産され，殆んど年間を通じて緑飼が可能である。春季に多量生産されるべ
　　　　　　　　　　Fig. 2. Feeding plan utilizingself-supplyingfeed crops.
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ツチ燕麦28.6aは，乾燥し青刈飼料不足期に与える計画となり，。本設計では購入飼料は僅か配合
226.4 kg で酪農経営診断の指標としてのf/Ｍは極めて低く，安定的とみることが出来よう。然る
に雇傭労働に恵まれた場合（第２案）においては，専業化傾向にあり，飼料生産様式も著しく異な
り，すべての水田にイタリアンライグラスー稲一稲（サイレージ給与）採用し，頭数も増加する
が，土地か限られている故購入飼料の依存度か極めて高く，配合A4396. 7 kg配合C105.7kg配合
D97. 9 kgとなっている。次に労働について比較すると，第３図の労働配分にみられるように，現
在および雇他の自由な条件においては，水稲二期作を主体としている故，４月中下旬，８月上中旬，
11月中旬は，家族労働投下可能量の限界を越えた大ピークを形成し，特に雇傭に恵まれた計画にお
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　　　｀　　　　　　　暖地水田酪農経営の分析（Ｉ）　　　（貞明）
いては著しい。かかる傾向は水稲二期作
地域の共通的な特徴である。即ち４月中
下旬は第一番稲の整地植付，８月上中旬
は一番稲の収穫，二番稲の挿挟，11月中
旬は二番稲収穫等で，就中８月の労働競
合期には多くの雇傭労働を要し，現に事
例農家でも８月上中旬に19人役を雇傭し
多額の労賃を要している。然るに設計
　（第１案）においては８月上旬のみが制
限となるか，現在に比べ著しく緩和さ
れ，すべて自家労働で賄われ，競合期に
も余る計画となり，労働配分が均等化さ
れ，好転しているのは注目すべき事柄で
ある。即ち現在の労働の谷に注目すれ
ば, 5. 6月9. 10月の改善策として，
稲（中稲）一麦の方式が大きく採用され
ている。従って５，６月の麦の収穫，中
稲の植付，９月｡10月の中稲の収穫と労
働配分は均等化され望ましい設計である
が，ただ現実に採用する場合，麦の面積
day
　50
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59
Fig. 3　Comparison of Labor distributions
Tab. 5. Results of the twelfth step and Final stage (1st plan)
??????
X26
×13
×24
×9
X6
×22
×14
×35
×36
×37
×38
×40
×41
Resources or　Level
Assorted feed（Ｂ）
Wheat － Ｒ.一Vetch
Dairy Cattle
Italianrye一Tw. R.
Vetch 一 Tw. R.
χA'heat－ s. p.
Rutabaga ―Corn
Barnyard manure
Dairy Cattle
Mid. of Apr.
End. of Apr.
Mid. of Aug.
Mid. of Nov.
Use
???
Unit
??????????
Base
-
61.284492
4.758567
2. 349973
1. 803036
261.284492
　4.75856754
　2. 34997329
　1. 80303625
　1.45874635
　0.9000000
　1. 94964973
　9642.67727
65002671
24665574
80370169
????? ???
?
?
?
577047
261931
Optimum　Value　　　　　　　　　　　　　547,379
|ﾄﾞ
c/っ
1
μ4
x26　　Assortedfeed（B）
二昌ず（こよ‾vetch
X9　　　ltal訟Ue一Tw.R
X6　　　Vetch一 Tw.R.
x22　　Wheat 一 s. p.
ゴ　ﾋ鸚こ二。
x.6　　Dairy Cattle
ゴ　皆川年ﾆ
ご皆川借
Ｗ･Sale, V-Soiling
　　　I-Soiling
　　　　　Hay
　　　　Soiling
　　　　　Rest
　禁
　昔
　//
　/y
　/z
　ど
ケ
　Z/
　Z/
226.448299
　4.57412313
　2. 06932784
　0.534849870
　2. 86308691
　0.9000000
　1.997940)2
　6327.48153
　1.93067216
　5.99998112
　7. 23086314
　3.4226269
　6.5654297
Optimum Value　　　　　　　　　　　　　547,983
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が比較的広いが，西南暖地では概して収穫期に雨が多く品質低下する場合も少くない。従ってかか
る条件下においては，第５表12段階の小麦または大麦ぼすべて飼料とする計画を採用する事が望ま
しい。変動費，控除純収益において最終解547,98･3円，前段階547,380円で僅か603円の差に過ぎず，
安定的であり妥当な計画と思はれる。最後に総括的に作付組織を考察するに，現在では水稲二期作
を基幹とした方式であり，設計においては飼料作物生産方式であるといえよう。即ち現在の水稲二
期作の作付率は全面積の76.8％に対し，設計（第１案）では僅か34％と著しい作付減少計画がみら
れる。従って水稲作付は主として中稲一回作とし，その前後に飼料作物を導入した方式を採用し，
飼料専用圃面積を著しく増加する計画となっていることに注目すべきである。これを要するに現在
の稲作経営を主とした購入飼料依存による副業的酪農経営形態より，多湿性暖地においては，多毛
作が可能であり飼料自給か容易な立地に恵まれているため，生産の量的限界をあやまらず，合理的
な飼料生産および給与計画を確立し，酪農を中心とした主畜経営形態に経営組織を転換することか
必要である。殊に雇傭に恵まれた条件下では，作付組織を単純化し，最も有利な作付方式を単独採
用し専門化することにより，第１案より一段と農業純収益を高めていることは，今後の暖地酪農発
展の方向を示すものといえよう。
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